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１. 工事概要 

１－１ 工事名      秋田自動車道 和賀仙人トンネル東工事 

 

１－２ 道路名     秋田自動車道  

 

１－３ 工事箇所  （自）岩手県北上市岩沢（ＳＴＡ３１＋００） 

             緯度 ３９°１７’５０” 経度 １４０°５６’３０” 

       （至）岩手県和賀郡西和賀町杉名畑（ＳＴＡ８０＋６５） 

          緯度 ３９°１７’４０” 経度 １４０°５３’１０” 

 

１－４ 工事延長   総延長     ４，９６５．０ｍ 

土工延長    １，７６５．０ｍ 

トンネル延長  ３，２００．０ｍ 

 

１－５ コリンズへの工事概要及び位置情報の入力 

土木工事共通仕様書１－５４「コリンズへの登録」において、位置情報及び工事概要の項目は、

本特記仕様書の記載内容を入力するものとする。 

 

１－６ 施工地域区分 

本工事の実施工場所の施工地域区分は以下のとおりである。 

・市街地部（ＤＩＤ地区及びこれに準ずる地区）が施工場所に含まれない工事 

 

２. 適用する共通仕様書 

契約書第１条に規定する「土木工事共通仕様書」（以下「共通仕様書」という。）は、令和７年７

月版とする。また、契約書第１条に規定する仕様書に「調査等共通仕様書」を追加し、令和７年７月

版を適用するものとする。 

 

３. 主任補助監督員及び補助監督員の権限 

３－１ 主任補助監督員の権限 

共通仕様書１－６－３「主任補助監督員」（２）のほか、主任補助監督員に委任した権限は次のと

おりである。 

条項 項目 内容 

１－２５－１ 安全対策 ・研修、訓練等の報告先 

１９－３－３ 交通規制計画 ・交通規制工実施報告書の提出先 

１９－４－３ 交通保安要員計画 ・交通保安要員実施報告書の提出先 

 

４. 間接工事費の変更  

４－１ 対象となる項目 

本工事は間接工事費のうち「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理

費」の次に掲げる費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する技

術者や技能者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、契約締結後、労働者確保に
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要する方策に変更が生じ、土木工事積算基準の金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、

実績変更対象費の支出実績を踏まえて最終設計変更時点で設計変更する試行工事である。 

（１）営繕費 

   労働者の送迎費、宿泊費、借上費（宿泊費、借上費については労働者確保に係るものに限る） 

 （２）労務管理費 

募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤に要する費用 

 （３）上記（１）（２）に関連し発生した間接工事費について、監督員が必要と認めた場合、その費

用については監督員と受注者とで協議し定めるものとする。 

 

４－２ 工事費構成内訳書 

発注者は、契約単価合意の時（単価協議時）に、本工事の当初積算における共通仮設費及び現場管

理費に対する実績変更対象費の割合を工事費構成内訳書にて提示するものとする。 

 

４－３ 間接工事費計画書の提出 

受注者は、間接工事費の増加費用を請求する予定がある場合は、工期開始の日から１４日以内に本

特記仕様書４－２「工事費構成内訳書」で示された割合を参考にして、実績変更対象費に係る費用の

内訳を記載した「間接工事費計画書」（様式－１）を作成し、監督員へ提出するものとする。 

なお、工期開始の日から１４日以内に間接工事費計画書の提出がない場合は、間接工事費の増加費

用の請求は行えないものとする。 

 

４－４ 間接工事費の増加費用の協議 

（１）受注者は、最終設計変更時点において、実績変更対象費の支出実績を踏まえた増加費用を請

求する場合は、「間接工事費増加費用の負担額に関する協議書」（様式－２）【変更間接工事費計

画書及び実績変更対象費にて実際に支払った全ての証明書類（領収書の出ないものは金額の適切

性を証明する金額計算書など）】を監督員に提出し協議するものとする。 

（２）監督員は、受注者からの請求があった場合においては、監督員が算定した増加費用の額を記

した増加費用の協議書をもって、受注者と協議するものとする。 

（３）受注者は、間接工事費の増加費用の額について、監督員からの協議書により「間接工事費増

加費用の負担額同意書」（様式－３）を監督員に提出するものとする。なお、協議の開始の日から

２８日以内に協議が整わない場合には、監督員が定め、受注者に通知する。 

 

４－５ 受注者の責めに帰す事由の増加費用 

受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、

設計変更の対象としない。 

 

４－６ 実績変更対象費に基づく間接工事費の増加費用の算定 

実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場合の増加費用の算定については、次のとおり

とする。 

（１）共通仮設費率分は土木工事積算基準に基づく算出額から、「間接工事費計画書」（様式－１）

に記載された共通仮設費率分の合計額を差し引いた後、証明書類において確認された費用を加算

して算出する。 

（２）現場管理費は、土木工事積算基準に基づく算出額から、「間接工事費計画書」（様式－１）に

記載された現場管理費の合計額を差し引いた後、証明書類において確認された費用を加算して算

出する。 

（３）間接工事費の増加費用は、一般管理費等の費用を含むものとする。 
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（４）全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって金額の変更を行

うものとする。 

４－７ 虚偽申告 

受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び競争参加資格停止

等の措置を行う場合がある。 

 

４－８ 疑 義 

疑義が生じた場合は、監督員と協議するものとする。 

 

５. 材料調達に伴う変更 

５－１ 対象となる資材等 

骨材及び土砂については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を

図るために、当初調達地域等以外から調達せざるを得ない場合には、事前に「材料調達変更計画書」

（様式－４）を監督員に提出のうえ協議するものとする。また、協議の結果、監督員が必要と認めて

当初調達地域以外からの調達を指示した場合、受注者はその指示に従うものとし、当該地区からの調

達完了後、購入費用及び輸送費等に要した費用の証明書類（実際の取引伝票等）を添付した「材料調

達実績報告書」（様式－５）を監督員に提出し、その費用については監督員と受注者とで協議により

定めるものとする。なお、受注者の都合により調達した資材は協議対象としないものとする。 

 

資材名 規格 調達地域等 

骨材 
Ｃ－４０、ＲＣ－４０、 

砕石４０－２０ 
岩手県北上地区 

土砂 路体部 岩手県北上地区 

 

５－２ 虚偽申告 

受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び競争参加資格停止

等の措置を行う場合がある。 

 

６. カーボンニュートラル推進工事 

本工事は、カーボンニュートラルを推進するため、工事受注者が工事の施工にあたりカーボンニュ

ートラルに向けた取り組みを行うことで、インセンティブとして、しゅん功時の請負工事成績評定（以

下、「成績評定」という。）での加点評価を受けることができる工事である。  

６－１ 評価対象となる取り組み  

本工事において、カーボンニュートラルへの取り組みとして、成績評定において加点評価対象とな

る取り組みは、以下の（１）～（６）のすべてを満たす取り組みで監督員が認めたものとする。  

（１）本工事で行い、実施が確認できる取り組み 

（２）工事受注者が技術提案として提案していない取り組み（入札公告において技術提案を求め 

ている工事の場合） 

（３）次のいずれかを行う取り組み  

・CO2排出量の削減に寄与する取り組み  

・CO2の吸収に寄与する取り組み  

・CO2の発生を低減して製造された資材等を活用した取り組み 

 （４）発注者が費用を計上していない取り組み  

（５）成績評定で重複して加点評価しない取り組み  

（６）本工事の安全や目的物の品質に悪影響を与えない取り組み  
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なお、取り組み内容について、規模・数量・期間は問わないものとする。  

 

６－２ 取り組みの提案及び加点評価対象の通知  

（１）受注者は取り組みを提案する場合、「カーボンニュートラル施工計画書」（様式－６）に「提

案内容」及び「取り組みにより削減される概算CO2排出量」を記載し、監督員に提出するものと

する。  

（２）監督員は、提出されたカーボンニュートラル施工計画書の内容を確認し、しゅん功時の成績

評定において本特記仕様書６－１「評価対象となる取り組み」に示す加点評価対象となる提案

であるのか否かを工事打合簿により受注者へ通知するものとする。  

なお、監督員が受注者の提案を評価対象と認めない場合、受注者はカーボンニュートラル施工計

画書の再提出又は取り下げができるものとする。  

 

６－３ 履行確認  

（１）受注者は、カーボンニュートラル施工計画書に示す取り組みの履行完了報告を土木工事共通

仕様書様式第19,20号の「創意工夫・社会性等に関する実施状況」及び「創意工夫・社会性等に

関する実施状況（説明資料）」により監督員に提出するものとする。  

（２）監督員は、受注者から提出された「創意工夫・社会性等に関する実施状況」及び「創意工夫・

社会性等に関する実施状況（説明資料）」により確認するものとする。  

 

６－４ 費用  

受注者が提出したカーボンニュートラル施工計画書に示す取り組みに要する費用は、受注者の負担

とする。 

 

７. 配置技術者について  

７－１ 配置技術者経験及び資格 

配置技術者に求める経験及び資格は、当該工事の入札公告（説明書）に示すとおりとする。 

 

７－２ 特例監理技術者の兼務について 

 共通仕様書１－７－３「現場代理人等の配置」（４）に規定する特例監理技術者が兼務できる工事

は以下に示す市町村の範囲とする。   

１）対象範囲 

秋田自動車道 北上西ＩＣから湯田ＩＣを通過する市町及び隣接する市町 

 

８. 工事用地等に関する事項 

８－１ 工事用地等の確保  

契約書第１６条第１項の「工事用地等」及びそれぞれの使用可能期間（用地の確保が完了する時

期）は下記のとおりとする。 

受注者は使用可能期間前に当該工事用地等を使用してはならない。 

所在地 面積 使用可能期間 摘要 

岩手県北上市岩沢８地割 

１５－１ 
約５０㎡ 

令和８年８月 

～工事完了まで 
岩沢工事用道路 

岩手県和賀郡西和賀町大

石 
約８，０００㎡ 

令和９年４月 

～工事完了まで 
湯田ダム本線外盛土場 

岩手県和賀郡西和賀町小

繋沢５６地割３３ 他 
約４８，０００㎡ 

令和１１年４月 

～工事完了まで 
川尻本線外盛土場 



5 

岩手県和賀郡西和賀町越

中畑 
約６０，０００㎡ 

令和８年８月 

～工事完了まで 
越中畑本線外盛土場 

岩手県和賀郡西和賀町草

井沢４７地割９－１ 他 
約３１，０００㎡ 

令和８年８月 

～工事完了まで 
南本内ヤード 

岩手県北上市岩沢８地割 

３９－１ 他 
約１５，５００㎡ 

令和８年８月 

～工事完了まで 
岩沢本線外仮置場 

 

８－２ 埋蔵文化財 

共通仕様書１－２７－１「文化財の保護」に規定する埋蔵文化財の範囲及び発掘調査完了時期は、

下記のとおりであり、受注者は、調査完了以前に工事に着手してはならない。 

 なお、受注者は、現地盤に盛土等を施し、埋蔵文化財の保護に努めながら施工を行う必要がある場

合は、事前に施工計画書を監督員に提出するものとする。 

所在地 面積 期間 摘要 

岩手県和賀郡西和賀町小

繋沢５５地割１５１ 

（塚野遺跡） 

約５０，０００㎡ 
令和１１年４月

まで 
川尻本線外盛土場近接 

 

９. 自工区外盛土場に関する事項 

９－１ 自工区外盛土場  

９－１－１ 自工区外盛土場の位置 

自工区外盛土場は「全体位置図」に示す箇所とし、その名称及び盛土可能量は、下記のとおりとす

る。 

番号 名称 当該工事盛土可能量 

１ 湯田ダム本線外盛土場 約７５，０００㎥ 

２ 川尻本線外盛土場 約５００，０００㎥ 

３ 越中畑本線外盛土場 約６１，０００㎥ 

４ 岩沢本線外仮置場 約２４，０００㎥ 

 

９－１－２  自工区外盛土場等の共同使用 

本工事施工期間中、下記に示す他の受注者と自工区外盛土場等を共同使用する場合があるので、関

係者と十分協議のうえ相互に支障のないよう施工しなければならない。 

番号 工事名 共同使用する受注者名 摘要 

１ 

秋田自動車道 

北上西～錦秋湖間本線工事 

（仮称） 

未定 
自工区外盛土場 

番号１、２ 

２ 

秋田自動車道 

錦秋湖～湯田間本線工事 

（仮称） 

未定 
自工区外盛土場 

番号１、２、３ 

３ 
秋田自動車道 

山内トンネル工事 
㈱奥村組 

自工区外盛土場 

番号３ 
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町道285小繋沢6号線 

（川尻本線外盛土場進

入路） 

ＳＴＡ２０２＋０

０付近 
西和賀町 

ずり処理工に伴う

道路占用協議 
令和９年４月 

 

（２） 規制関係 

路線名 位置 管理者名 適用 

秋田自動車道 北上西ＩＣ～湯田ＩＣ 
岩手県警察本部交通部 

高速道路交通警察隊 

交通規制 

北上市道6002034番線 

北上市道6013846番線 

岩沢工事用道路 

（全体位置図参照） 

岩手県北上警察署 

北上市道6013329番線 

北上市道6013330番線 

北上市道6013845番線 

北上西１０ボックス 

北上西１１ボックス 

町道285小繋沢6号線 
川尻本線外盛土場進入路

（全体位置図参照） 

  なお、高速道路の交通規制に必要な協議については、原則として発注者が行うものとし、受注

者は協議内容を遵守して工事を行うものとする。 

 

 （３）河川・水路関係 

位置 河川・水路名 管理者名 内容 協議完了時期 

ＳＴＡ３２＋４０付近 水路 
北上市 

近接・交差

等協議 
令和９年４月 

ＳＴＡ３５＋２５付近 水路 

ＳＴＡ３７＋２５付近 水路 岩手中部土地改良区 

ＳＴＡ４０＋０６付近 水路 

北上市 ＳＴＡ４４＋０３付近 水路 

ＳＴＡ４６＋４０付近 普通河川水沢 

ＳＴＡ５１＋７４付近 導水路 岩手中部土地改良区 

ＳＴＡ６７＋３２付近 仙人発電所導

水路 
岩手県企業局 

ＳＴＡ７２＋３３付近 

 

（４） 電力、通信施設関係 

位置 施設名 管理者名 内容 

秋田自動車道  

下り線土工部 

ＫＰ１２．３～ＫＰ１４．１ 

光通信ケーブル ＫＤＤＩ㈱ 

光近接協議 

メタル通信・電源

ケーブル 
東日本高速道路㈱ 

秋田自動車道  

下り線和賀仙人トンネル本坑 

 ＫＰ１４．１～ＫＰ１７．３ 

光通信ケーブル ＫＤＤＩ㈱ 

メタル通信・電源

ケーブル 
東日本高速道路㈱ 

秋田自動車道 

下り線和賀仙人トンネル避難坑 

 ＫＰ１４．１～ＫＰ１７．３ 

メタル通信・電源

ケーブル 
東日本高速道路㈱ 


